





























































































































































































　一般的に収蔵庫や展示室の温度は摂氏 18 度から 20 度、湿度 55％前後で保もたれることが望ましいとされている。館
の収蔵庫は、現在、空調を切り、温度は 20 度前後に保たれているが、湿度は 30％前後と乾燥状態にある（季節により、
これがどう変化するかは更に継続して注意していく必要がある）。この乾燥状態は紙にも布にも漆器類にもよくない。加湿
器の使用も考えられるが、布製品に湿気が含まれすぎることは、カビの原因にもなる。防虫剤などの使用ももちろんだが、
それぞれの材質により使用する防虫剤も異なる。出来得ることなら、これら材質の異なるものを別々に保存することが望ま
しいし、布製品は桐たんすなどの利用が望ましい。今後、美術館等に勤務経験のある教員の知恵などを借り、さらなる
保存・管理の工夫が必要となろう。
　カビや虫の予防策として、それらを館内や収蔵庫に持ち込まないことであるが、人やモノが移動すれば当然虫やカビも
移動するから、予防と言ってもなかなか難しいのが現状である。したがって、虫やカビ予防のためにも、定期的な清掃・
燻蒸などが必要である。そして、何よりも学芸員の定期的な資料点検が、収蔵品の損傷の早期発見につながろう。早期発
見、早期治療は、収蔵庫に保管されているモノをイキモノとして展示するためにも学芸員の重要な仕事の一つといえる。
註１ 社会人形成科目「跡見花蹊の生涯」は全学共通科目の中の一つとして設定されており、１年生全員が履修することになっている。この科目が 
 設置された当初は山崎一穎氏（現理事長）が担当。理事長就任を機に現在は嶋田英誠氏（常務理事）が担当している。
註２ 一つの試みとして、文京キャンパスで開催されるオープンキャンパスの折に、６階のスケルトン教室と７階に通じる大階段を使用して、学生
 たちの作品の出張展示を試みた（写真８～10）。訪れた高校生およびその保護者たちは、その展示を見て「こんなことも大学でできるんだ」と強い
 興味を示しながら見て行ってくれた。ちなみに、当日の説明役は大学院日本文化専攻の学生が務めてくれた。
註３ 幸いにして跡見学園の130 年史が刊行されており、その助けを借りることができる。
写真８　文京キャンパス出張展示
　　　　６階スケルトン教室　書の展示
写真９　文京キャンパス出張展示
　　　　７階への大階段　絵画展示
写真10　文京キャンパス出張展示
　　　　　７階への大階段　11月には十月桜が咲いた
